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	  誰のための公共事業か？
　　　　　　　　辺野古・東北、そして消費税


　　一年間を振り返って
　　沖縄では三度の審判がありました。①九月三〇日、県知事選で玉城デニーさんが当選。②二月二四日、辺野古基地建設の是非を問う県民投票があり、反対票が七二・一五％。③四月二一日、沖縄三区の衆議院補欠選挙で屋良さんが当選。
　　これらに共通するのは「辺野古基地建設」に反対するか、賛成するかです。三つとも「民意」は「反対」でした。
　　その都度、安倍総理や菅官房長官は「結果を真摯に受け止める」とか「県民に寄り添う」とか言いながら、その実、基地建設は休まず続けていました。
　　工事の内容は？

埋め立て工事に着手してから「軟弱地盤」があることを公表し、「砂杭（すなくい）」を七万六六九九本打つ必要があることを認めました。必要な砂の量は、東京ドームの二・二五個分です。これに伴って工事の完成見込みは遅れ、工事費も膨らむばかりです。土木・建築のゼネコンだけが喜んでいる。そして工事費用は国民の税金で「まかなわれる」わけです。
似たような話が東北にもあります。
東日本大震災で、岩手県陸前高田市では高さ一四ｍの津波に襲われ、一七七三人の死者・行方不明者を出しました。そのため一五〇〇億円をかけて十二ｍの「かさ上げ」工事が行われました。しかし、整備された二八七区画中、八割に当たる二二八区画では、地権者が「売却」や「貸与」を希望しています。被災者よりもゼネコンのための復興事業と思えてなりません。
一〇月に消費税が「一〇％」に増税となります。
消費税は一九八八年、竹下内閣の下で成立し、当初三％で税収は四兆六千億円でした。それが二〇一七年には一七兆五千億円に増えました。一〇％では四兆円の負担増となります。
同じ時期の法人税は？
一九九〇年に一八兆四千億円あったものが二〇一七年には一二兆円と、三分の二以下に減っています。企業の内部留保は安倍政権下で一二四兆円も増えています。
一方、社会保障費は、増加分に上限を設け、足りない分は「利用者負担の増加」や「サービスの切り捨て」となっています。
消費税を上げても社会保障費に回る「保証はない」と思います。

（いちょう会総会での「会長あいさつ」の要約）

　県退職者いちょう会第二八回定期総会が、五月三〇日に横浜・波止場会館において、会員・来賓など約三五名の参加を得て開催されました。
　総会の冒頭、この一年間に亡くなられた会員の皆様のご冥福を祈り黙とうを捧げたのち、大久保会長から「ゼネコンだけが喜ぶ公共事業を進め、企業減税と消費税増税を進める安倍政治を終わりにしましょう。」と挨拶をしまし
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た。そのあと米倉自治労県職労委員長、相馬自治労県本部退職者会会長の来賓挨拶と続き、共に参院選での自治労組織内候補「岸まきこ」さんの必勝を訴えました。来賓挨拶のあと、議事に入りました。
議事では、二〇一八年度活動報告、二〇一九年度活動の進め方等、全ての議案を承認、可決しました。
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　「水道法改正について」学習
　総会に続いて公企労の鈴木書記長から、昨今話題となっている「水道法改正」の概要と問題点について、スライドを使用するなどわかりやすく講演をいただきました。
今年も盛り上がった懇親会
　総会、講演会の後は、日本大通り駅近くの「さくら水産」へ移動し、会員同士交流を深めました。
　総会では発言も控えめに、議事進行に協力いただいた会員の方も、ここでは嘘のように饒舌になり、近況報告の花が咲きました。
　議案の承認、採決の状況　
　第一号議案（活動報告）

　　　　全員の拍手で承認

　第二号議案（決算・監査報告）

　　　　全員の拍手で承認
　第三号議案（活動の進め方）

　　　　全員の拍手で承認

　第四号議案（予算）

　　　　全員の拍手で承認
　第五号議案（役員改選）
　　　　全員の拍手で承認
　
　二〇一九～二〇二〇年度役員
　　会　長　　　大久保光夫
　　会長代行　　海上龍晃

　　副会長　　　永井碩夫
　　　　　　　　米倉尚人

　　事務局長　　松島靖宏
　　事務局次長　保坂由文
　　会　計　　　滝沢　章
　　常任幹事　　金子照雄
　　　　　　　　大野和二
　　　　　　　　山崎公江
　　　　　　　　小嶋昌光
　　　　　　　　中山政一
　　　　　　　　内海義幸

　　会計監査　　熊谷一男

　　　　　　　　和田聡子
　　顧　問　　　谷口照子

　　　　　　　　北詰隆美

　　　　　　　　澤木紀一郎
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[映画から社会を見る⑧]
映画「新聞記者」から　　　
政治記事を考える
  マスメディアへの政治介入がとりあげられてから３年、ＮＨＫの変質も話題になった。国際ＮＧＯ「国境なき記者団」の2019年報道の自由度ランキングによると、日本は１８０カ国・地域中６７位である（「銀杏」第１７号拙稿参照）。
映画「新聞記者」は政治取材活動に目を向けたドラマである。同名の著書（角川新書）のある東京新聞記者の望月衣塑子さんが原案を提案。政府批判に通ずる制作への異論もあったようだが真実ありそうなハナシとしてまとめられた。
映画公開の２日目午後は満席で夜の部をみた。ストーリーは、ある官僚の自殺をめぐってその理由が不明確なのに疑問を持った東都新聞（仮名）の女性記者が取材をしていく過程がサスペンス風に描かれる。内閣情報調査室の外務省から出向している若い官僚が説得され、上司からは厳しくこの記者との接触を禁止されるが、協力しようと決断する。新聞情報は情報源を示さないと誤報扱いされ、逆に新聞社の失点にされてしまう。そのため、事実であることの証拠や証言者が必要なのである。この主人公２人の生活も描きつつ活動が展開されていく。
自殺した官僚は、医学部系の大学新設に関係していた。このことが焦点として浮かび上がる。そしてついにスクープ記事が一面トップに。「生化学兵器の研究、新設医学系大学で」と。称賛と反動が渦巻く。若い官僚は上司から元の外務省に戻れ。しばらくは海外勤務であろうと伝達される。
現実をみると、統計不正や森友・加計学園問題などいまだに未解決である。
　（緑川芳樹）
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   　いちょう歌壇
                                         滝　沢　　章
「まいきん」の虚偽は隠蔽に有らずとふ意図の在りしを意図で隠しつ
初賜杯、涌き立つ土俵逸らすごと〈嵐〉の字幕いくど流れき
ジオラマの如き眼下の仲卸「いろは順」なる粋な区割りも
伝ひ来るはつかな eq \o\ad(\s\up 11(にほひ),魚臭)立ち籠めて通路に迎ふる二台のターレ
目利きらが刹那競ひし戦場の手やりの絵文字そつと試しぬ
ひかり得て広ごる片枝のその対が翳を帯びたり標本木は
奔流を起こせぬままか政党のふけふわおんを虚しく聴きぬ
発送の eq \o\ad(\s\up 11(あひ),間)にたまはるコーヒーに鈍りし指先まづはあたたむ
『啄木を愛した女たち』古書店のはつかすきまに吾を待ちたり
水道のゆくへあやふし〈改正〉の裏に渦巻く利権を知るに 
　豊洲市場見学
　　　　　　　　　三月七日
　最寄りの「市場前駅」を出ると遊歩道で市場に直結。青果棟・水産卸売場棟・水産仲卸売場棟を巡り、寿司屋で昼食。魚がし横丁で買い物を楽しみました。会員十二名が参加しました。
　参加者のＫさん「市場はすべて２階の見学コースから望み、またパネル展示や外観のジオラマなども配置され、大変興味深く見学しました。市場の規模は大変大きく、とても印象的でした。各市場棟とも、その全貌を見ることができ、食事処や土産物店も多く、最後まで充実した見学企画で、豊洲市場を堪能しました。」
　靖国神社「遊就館」を見学
　　　　　　　　　　四月九日
　遊就館は日本では珍しい戦争をテーマとした博物館です。戊辰戦争から太平洋戦争までの展示物を、参加者各々の思いを胸に見て回りました。会員九名が参加しました。
　参加者のＭさん「靖国神社に足を踏み入れたのは今回の「大人の遠足」が初めてでした。これまでなぜ行かなかったのか考えるに、この神社に行くのは右翼ではないかと思われるのが嫌だったからと理由づけをしていましたが、「遊就館」を含め、靖国神社は戦争を賛美するために設けられたものではなく、死者を弔い平和を願うものであるはずですから、先入観にとらわれずに行ってみることが必要であると思いました。」

　今年も好天気に恵まれ
海の公園でＢＢＱ
　　　五月二五日
　毎年恒例の「潮干狩りとバーベキュー」が、いちょう会と自治労県職労共催により、横浜市金沢区の「海の公園」で開催され、約六〇名が参加しました。
　今年のＢＢＱも、ソーセージ、焼きそば、焼肉、サラダ、乾きもの等、メニューが豊富で、飲み放題・食べ放題でした。
　時々食べ物を狙ってくる「トンビ」を追い払いながら、皆で作る料理が、瞬く間に参加者の胃袋に収まっていきました。
　いちょう会は家族を含め六組十二名が参加しました。
前号ニュース以降の集会等への参加状況
○さよなら原発全国集会
　三月二一日　代々木公演
　　　　　　　　　　四名参加
○かながわシニア集会
　三月二二日　ワークピア
　　　　　　　　　　三名参加
○神奈川県中央メーデー
　四月二七日　　臨港パーク

　　　　　　　　　　六名参加

〇平和憲法を守る全国集会

　五月三日　東京有明防災公園

　　　　　　　　　　五名参加

〇自治退関東甲地連総会

　六月一〇日　湯河原町
一名参加

要求実現へ
　　今年も高齢者集会
〇地公退高齢者集会
　九月一六日　日本教育会館
〇全国高齢者集会
　九月一七日
　　　文京シビックホール
岸まきこ　当選
　自治労組織内候補として、参議院選挙を闘った「岸まきこ」さんがみごと当選しました。

訃　報

　　ご冥福をお祈りいたします

　井上信男さん

　　　　小林美佐子さん
　　　　駒澤一三さん

　　　　佐藤浙夫さん

　　　　露木　孝さん

　　　　山村髙治さん

「銀杏」　原稿募集中
　「近況」「旅行」「短歌」「川柳」等を「銀杏」紙面の一～四ページ程度にまとめてお送りください。
　原稿をメールでお送りいただけると助かります。
・メールのアドレスはいちょう会ニュースの表題部にあります。
・郵送の宛先も表題部を参照してください。
・原稿締切は十二月十五日
    　　県退職者いちょう会第二八回定期総会


　　　　　　　　　役員改選他、すべての議案を承認、可決しました








